⑵　収支決算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	科目
	決算額
	積算内訳

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	


支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	科目
	決算額
	決算額のうち

本補助金充当額
	積算内訳

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	
	
	


※補助金充当額は、補助金の限度額を超えないよう留意ください。

記 入 例 
⑵　収支決算書

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	科目
	決算額
	積算内訳

	市補助金
	171,900円
	補助率　4/5　

	事業収入
	18,000円
	参加費1,000×18人

	自己資金
	25,000円
	会費等

	
	
	

	合計
	214,900円
	



支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	科目
	決算額
	決算額のうち

本補助金充当額
	積算内訳

	報償費
	25,000円
	20,000円
	講師謝金25,000円×1名

	旅費
	9,800円
	9,800円
	講師交通費9,800円×1名

	需用費
	84,700円
	80,000円
	インク4,480円×3個
バインダー484×20個
付箋1,580円

チラシ作製60,000円

	役務費
	9,000円
	9,000円
	保険料500円×18人

	使用料及び賃借料
	27,000円
	20,000円
	ｺﾐｾﾝ使用料9,000円×３回

	備品購入費
	59,400円
	33,100円
	ラック9,900円×6個

	合計
	214,900円
	171,900円
	補助率4/5


※補助金充当額は、補助金の限度額を超えないよう留意ください。


枠が足りない場合は、適宜枠の追加・変更をしてください








各経費の説明を積算内訳に記入


（品名、個数、単価、使用目的等）


【悪い例】○○一式、○○円





「５対象となる経費」(P３)に従って記入





交付決定額を記入（交付決定額より少なくなる場合は決算額に補助率を乗ずる（100円未満切り捨て））





◆収入の合計と支出の合計(決算額)の合計を一致させる


◆収入の市補助金と支出の本補助金充当額の合計を一致させる


◆「５対象となる経費」(P３)に記載のないものは、対象経費と認めていません


◆補助メニューによって、対象経費となる経費は異なります











